
会報・国鉄闘争全国運動　第８０号（２０１７年１月１６日）

国
鉄
分
割
・
民
営
化
に
反
対
し　

１
０
４
７
名
解
雇

撤
回
闘
争
を
支
援
す
る
全
国
運
動
事
務
局

　
　

千
葉
市
中
央
区
要
町
２
―
８
Ｄ
Ｃ
会
館
内

　
　

℡
０
４
３
―
２
２
２
―
７
２
０
７　

　
　

n
a
tio
n
w
id
em
o
v
em
en
t@
y
a
h
o
o
.co
.jp

国
鉄
分
割
・
民
営
化
反
対
！  

１
０
４
７
名
解
雇
撤
回
！

８０号
2017 年１月16 日

解
雇
撤
回
・
Ｊ
Ｒ
採
用
を
求
め
る
Ｊ
Ｒ
東
宛
署
名

２
万
６
８
８
８
筆
（
17
年
１
月
16
日
現
在
）

　
国
鉄
分
割
・
民
営
化
は
、
戦
後
最

大
の
労
働
運
動
解
体
の
攻
撃
で
し

た
。
そ
の
後
30
年
ど
れ
ほ
ど
労
働
者

の
権
利
や
雇
用
が
破
壊
さ
れ
た
か
。

非
正
規
労
働
者
が
４
割
を
超
え
ま
し

た
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
表
現
で
き
な

い
ほ
ど
労
働
運
動
が
力
を
失
い
、
労

働
者
の
権
利
が
破
壊
さ
れ
ま
し
た
。

　
国
鉄
分
割
・
民
営
化
を
実
行
し
た

中
曽
根
政
権
は
「
戦
後
政
治
の
総
決

算
」
を
掲
げ
て
登
場
。
当
時
の
石
油

シ
ョ
ッ
ク
や
イ
ン
フ
レ
、
戦
後
初
の

マ
イ
ナ
ス
成
長
の
危
機
感
を
背
景
に

登
場
し
た
の
が
中
曽
根
政
権
で
し

た
。

　「
戦
後
政
治
の
総
決
算
」
の
核
心

は
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
の
総
評

と
、
労
働
組
合
を
基
盤
と
す
る
政
党

で
あ
っ
た
社
会
党
を
解
体
す
る
こ
と

に
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
焦
点
が
国
鉄

労
働
運
動
で
し
た
。
中
曽
根
は
後
に

「
国
労
を
つ
ぶ
せ
ば
総
評
と
社
会
党

が
つ
ぶ
れ
る
こ
と
を
明
確
に
意
識
し

て
国
鉄
分
割
・
民
営
化
を
や
っ
た
」

と
正
直
に
語
っ
て
い
ま
す
。

　
国
鉄
分
割
・
民
営
化
こ
そ
日
本
に

お
け
る
新
自
由
主
義
の
出
発
点
で
し

た
。
国
鉄
の
み
な
ら
ず
あ
ら
ゆ
る
公

的
部
門
が
民
営
化
さ
れ
、
社
会
的
な

連
帯
・
紐
帯
が
断
ち
切
ら
れ
、
雇
用

や
権
利
、
社
会
保
障
の
破
壊
が
進
め

ら
れ
ま
し
た
。

　
国
鉄
分
割
・
民
営
化
に
よ
る
不
当

解
雇
か
ら
30
年
を
前
に
し
た
２
月

12
日
、
す
み
だ
産
業
会
館
で
国
鉄

１
０
４
７
名
解
雇
撤
回
の
集
会
を
開

催
し
ま
す
。
全
国
各
地
で
国
鉄
集
会

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
国
鉄

闘
争
支
援
し
て
き
た
人
び
と
、
あ
る

い
は
国
鉄
闘
争
を
知
ら
な
い
若
者
、

労
働
運
動
に
期
待
を
寄
せ
る
す
べ
て

の
皆
さ
ん
の
結
集
を
呼
び
か
け
る
も

の
で
す
。

解
雇
制
を
導
入
し
、
派
遣
労
働
の
自

由
化
な
ど
非
正
規
雇
用
を
空
前
の
規

模
に
増
大
さ
せ
ま
し
た
。
規
制
緩
和

や
貿
易
自
由
化
に
よ
っ
て
サ
ム
ソ
ン

な
ど
一
握
り
の
企
業
だ
け
が
繁
栄
す

る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
若
者
の
非
正
規
雇
用
は
世
界
に
例

不 当 解 雇
から30年  ２・１２国鉄集会へ

を
み
な
い
ほ
ど
拡
大
し
、
恋
愛
・
結

婚
・
出
産
・
マ
イ
ホ
ー
ム
・
人
間
関

係
・
夢
・
就
職
の
７
つ
を
諦
め
た
「
七

放
世
代
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
規

制
緩
和
は
セ
ウ
ォ
ル
号
事
故
を
も
た

ら
し
、
他
方
で
サ
ー
ド
配
備
な
ど
戦

争
の
危
機
が
煽
ら
れ
て
い
ま
す
。
韓

国
社
会
を
覆
う
矛
盾
に
対
す
る
怒
り

が
噴
き
上
が
っ
て
い
る
の
で
す
。
そ

の
先
頭
に
は
80
万
人
組
合
員
を
擁
す

る
民
主
労
総
が
闘
っ
て
い
ま
す
。

今
こ
そ
労
働
運
動
の
復
権
の
時
だ

も
う
た
く
さ
ん
！
民
営
化
と
競
争
原
理
や
め
ろ

国
鉄
分
割
・
民
営
化
で
不
当
解
雇
か
ら
30
年
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世
界
中
に
新
自
由
主
義
へ
の
怒
り
が
噴
出

　
新
自
由
主
義
は
世
界
を
覆
い
、
あ

ら
ゆ
る
公
共
部
門
に
民
営
化
と
競
争

原
理
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
私
企
業

が
公
共
部
門
を
支
配
し
、
金
儲
け
の

手
段
と
し
ま
し
た
。

　
英
国
で
は
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
の
も

と
で
新
自
由
主
義
が
〝
処
方
箋
〟
と

さ
れ
、
あ
ら
ゆ
る
国
有
部
門
を
民
営

化
し
、
通
信
・
ガ
ス
・
水
・
電
気
・

鉄
道
・
バ
ス
、
さ
ら
に
は
刑
務
所
ま

で
も
民
営
化
さ
れ
、
こ
れ
以
上
民
営

化
で
き
る
公
共
部
門
は
な
い
と
こ
ろ

ま
で
来
ま
し
た
。
地
方
自
治
体
の
多

く
の
部
門
が
私
企
業
の
傘
下
に
な
り

ま
し
た
。

　
国
民
投
票
に
よ
る
英
国
の
Ｅ
Ｕ
離

脱
は
「
新
自
由
主
義
の
終
焉
」
と
評

さ
れ
て
い
ま
す
。
英
国
で
は
、
サ
ッ

チ
ャ
ー
以
来
の
民
営
化
と
金
融
規
制

緩
和
で
製
造
業
の
衰
退
と
金
融
業
の

肥
大
化
が
進
み
、
格
差
の
拡
大
と
貧

困
が
あ
ま
り
に
深
刻
化
し
、
人
び
と

は
新
自
由
主
義
の
拒
絶
を
開
始
し
た

の
で
す
。

　
同
様
の
事
態
は
、
米
国
で
の
ト
ラ

ン
プ
大
統
領
の
誕
生
で
も
示
さ
れ
ま

し
た
。
レ
ー
ガ
ン
政
権
以
来
の
、
国

営
企
業
を
民
営
化
し
、
規
制
緩
和
と

大
企
業
優
遇
の
新
自
由
主
義
は
、
貧

富
の
格
差
を
拡
大
し
、
福
祉
を
破
壊

し
、
若
者
は
学
費
を
借
金
で
賄
わ
ざ

る
を
得
ず
、
借
金
返
済
の
た
め
に
働

く
人
生
を
背
負
う
よ
う
に
な
っ
た
の

で
す
。
新
自
由
主
義
と
そ
の
支
配
者

に
対
す
る
人
び
と
の
怒
り
を
取
り
込

み
ト
ラ
ン
プ
が
台
頭
し
た
の
で
す
。

　
韓
国
で
は
パ
ク
政
権
に
対
し
最
大

時
２
３
０
万
人
が
怒
り
の
デ
モ
に
立

ち
ま
し
た
。
大
統
領
の
腐
敗
が
契
機

で
す
が
根
底
に
は
新
自
由
主
義
に
対

す
る
蓄
積
さ
れ
た
怒
り
が
あ
り
ま

す
。

　
韓
国
は
20
年
前
の
ア
ジ
ア
通
貨
危

機
に
際
し
Ｉ
Ｍ
Ｆ（
国
際
通
貨
基
金
）

の
構
造
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受
け
入

れ
、
典
型
的
な
新
自
由
主
義
の
道
を

突
き
進
み
ま
し
た
。

　
公
共
部
門
で
は
大
規
模
な
人
員
削

減
と
民
営
化
が
強
行
さ
れ
、
労
働
部

門
で
は
解
雇
自
由
化
を
進
め
る
整
理

今
こ
そ
階
級
情
勢
を
転
換
さ
せ
る
時
だ

　
新
自
由
主
義
は
、
英
サ
ッ
チ
ャ
ー

に
よ
る
炭
労
攻
撃
、
中
曽
根
に
よ
る

国
鉄
分
割
・
民
営
化
な
ど
労
働
組
合

へ
の
攻
撃
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
労

働
組
合
の
後
退
と
支
配
者
た
ち
へ
の

譲
歩
が
新
自
由
主
義
の
〝
条
件
〟
な

の
で
す
。
こ
れ
は
逆
説
的
に
労
働
組

合
の
復
権
こ
そ
が
新
自
由
主
義
を
打

ち
破
る
パ
ワ
ー
で
あ
る
こ
と
を
示
し

て
い
ま
す
。

　
世
界
中
で
新
自
由
主
義
へ
の
根
底

的
な
怒
り
が
爆
発
し
て
い
ま
す
。
世

界
的
に
力
あ
る
労
働
組
合
運
動
の
登

場
へ
の
転
換
が
始
ま
っ
た
こ
と
を
示

す
も
の
で
す
。

　
国
鉄
闘
争
全
国
運
動
は
、「
国
鉄

闘
争
の
火
を
消
す
な
！
」
と
闘
い
を

継
続
し
、
つ
い
に
Ｊ
Ｒ
採
用
差
別
裁

判
に
お
い
て
一
昨
年
６
月
30
日
、
最

高
裁
を
し
て
不
当
労
働
行
為
を
明
確

に
認
め
さ
せ
、
地
裁
で
は
「
相
当
程

度
に
お
い
て
（
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
）
採

用
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
っ
た
」

と
ハ
ッ
キ
リ
と
認
定
さ
せ
ま
し
た
。

　
国
鉄
１
０
４
７
名
解
雇
撤
回
闘
争

は
戦
後
最
大
の
労
組
破
壊
攻
撃
と
30

年
間
闘
っ
て
き
ま
し
た
。
日
本
の
労

働
運
動
の
歴
史
に
お
い
て
国
家
を
あ

げ
た
攻
撃
に
対
し
こ
れ
ほ
ど
長
期
に

非
妥
協
的
に
闘
争
を
貫
い
た
歴
史
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
今
こ
そ
階
級
情
勢
を
転
換
さ
せ
る

と
き
で
す
。
韓
国
の
民
主
労
総
の
闘

い
に
続
こ
う
。
私
た
ち
は
、
労
働
運

動
再
生
の
希
望
を
甦
ら
せ
る
た
め
に

１
０
４
７
名
解
雇
撤
回
闘
争
の
旗
を

再
び
高
く
掲
げ
、
再
度
の
闘
争
陣
形

の
構
築
を
訴
え
ま
す
。
労
働
運
動
再

生
の
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
今
こ
そ
国
鉄

１
０
４
７
名
解
雇
撤
回
闘
争
の
も
と

に
結
集
さ
せ
、
今
こ
そ
労
働
運
動
を

復
権
さ
せ
よ
う
。

〝財閥トップも拘束しろ〟韓国 100 万人決起続く
ファン首相退陣・財閥追及などを要求し、年末年始以降も闘いが継続している

1047名解雇撤回！ 外注化粉砕！
第二の国鉄分割・民営化との闘い
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Ｊ
Ｒ
は
常
磐
線
・
北
千
住
駅
南
口

改
札
を
終
日
無
人
と
す
る
計
画
を
進

め
て
い
ま
す
。
す
で
に
工
事
が
始
ま

り
、
来
年
１
月
下
旬
～
３
月
ま
で
の

間
に
は
実
施
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　
北
千
住
駅
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の

一
日
平
均
の
乗
車
人
員
ラ
ン
キ
ン

グ
で
も
10
位
（
20
万
９
９
９
４
人
、

２
０
１
５
年
度
）
に
入
る
大
規
模
駅

で
す
（
９
位
は
秋
葉
原
駅
、
上
野
駅

は
13
位
で
約
18
万
人
）。

　
こ
れ
ま
で
常
磐
線
の
小
規
模
駅
で

は
改
札
の
無
人
化
が
行
わ
れ
て
き
ま

し
た
が
、
そ
れ
で
も
多
く
は
「
時
間

帯
に
よ
る
無
人
化
」
で
し
た
。
私
鉄

も
多
く
乗
り
入
れ
る
北
千
住
の
よ
う

な
大
規
模
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
改
札
の
終

日
無
人
化
と
い
う
の
は
極
め
て
異
例

の
事
態
で
す
。

　
北
千
住
駅
南
口
業
務
は
す
で
に
Ｊ

Ｒ
東
日
本
の
子
会
社
で
あ
る
「
Ｊ
Ｒ

東
日
本
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス

（
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
）」
に
外
注
化
さ
れ
て
お

り
、
こ
の
ま
ま
で
は
南
口
で
働
い
て

い
た
労
働
者
は
無
人
化
に
よ
り
別
駅

に
転
勤
と
な
り
ま
す
。
ど
こ
に
行
か

さ
れ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

ホ
ー
ム
で
重
大
事
故

　
こ
う
し
た
中
で
、
昨
年
10
月
27
日

夜
、
北
千
住
駅
ホ
ー
ム
で
重
大
な
事

故
が
起
き
ま
し
た
。
常
磐
線
上
り

ホ
ー
ム
に
お
い
て
、
乗
客
の
白
杖
が

ド
ア
に
挟
ま
っ
た
ま
ま
電
車
が
発
車

し
た
こ
と
で
、
男
性
が
転
倒
し
、
け

が
を
し
た
の
で
す
。
北
千
住
駅
は
、

上
り
ホ
ー
ム
で
は
朝
の
ラ
ッ
シ
ュ
時

以
外
に
駅
員
を
立
て
て
い
ま
せ
ん
。

昔
は
常
時
立
て
て
い
た
の
が
、
民
営

化
以
降
の
合
理
化
で
減
ら
さ
れ
て
き

た
の
で
す
。

　
さ
ら
に
南
口
改
札
が
無
人
と
な
れ

た
め
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
設
置
さ
れ

て
お
り
、車
い
す
の
障
害
者
、ベ
ビ
ー

カ
ー
を
使
う
親
子
や
高
齢
者
が
利
用

す
る
大
切
な
改
札
で
す
。

　
鉄
道
と
い
う
公
共
性
の
高
い
仕
事

が
「
採
算
」
や
「
効
率
」
だ
け
で
評

価
さ
れ
れ
ば
ど
う
な
る
で
し
ょ
う

か
。
カ
ネ
儲
け
が
優
先
さ
れ
、
現
場

で
働
く
労
働
者
の
雇
用
、
地
域
住
民

の
生
活
、
鉄
道
の
安
全
は
投
げ
捨
て

ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
が
民
営

化
で
あ
り
、
業
務
外
注
化
の
正
体
で

す
。　

水
平
分
業
が
狙
い

　
い
ま
、
Ｊ
Ｒ
は
「
水
平
分
業
」
と

言
っ
て
、
駅
業
務
、
列
車
の
検
査
・

修
繕
、
車
両
清
掃
、
運
転
士
・
車
掌

に
至
る
ま
で
、
鉄
道
に
関
わ
る
あ
ら

ゆ
る
業
務
を
数
百
の
別
会
社
に
切
り

売
り
す
る
こ
と
を
狙
っ
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
は
持
株
会
社
の
よ
う
に
な
り
、

鉄
道
会
社
で
は
な
く
な
る
と
い
う
こ

と
で
す
。

　
今
回
の
北
千
住
駅
南
口
の
無
人
化

は
そ
の
「
実
験
」
と
し
て
行
わ
れ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
北
千
住
駅
で
成

功
す
れ
ば
、ど
ん
な
大
き
な
駅
で
も
、

全
国
ど
こ
で
も
や
れ
る
と
考
え
て
い

る
の
で
す
。

　
事
態
は
重
大
で
す
。
会
社
の
カ
ネ

儲
け
の
た
め
に
、
命
と
安
全
が
「
実

験
」
に
使
わ
れ
て
良
い
は
ず
が
あ
り

ま
せ
ん
。
私
た
ち
国
鉄
東
京
動
力
車

労
働
組
合
は
、
雇
用
、
地
域
、
安
全

を
守
る
た
め
、
労
働
組
合
と
し
て
北

千
住
駅
南
口
改
札
無
人
化
絶
対
反
対

で
闘
い
ま
す
。（投

稿
・
動
労
東
京
）　

ば
、
駅
で
働
く
労
働
者

は
い
ま
よ
り
少
な
く
な

り
ま
す
。
北
千
住
駅
は

私
鉄
と
の
乗
り
換
え
も

多
く
、
複
雑
で
す
。
乗

客
の
対
応
を
す
べ
て
北

口
改
札
で
行
う
と
な
れ

ば
、
労
働
強
化
・
安
全

の
崩
壊
は
さ
ら
に
深
刻

な
も
の
と
な
る
こ
と
は

明
ら
か
で
す
。

　
Ｊ
Ｒ
は
、
南
口
改
札

は
利
用
者
が
少
な
い
か

ら
無
人
に
し
て
も
良
い

と
い
う
考
え
な
の
で

し
ょ
う
か
。

　
し
か
し
、
南
口
は
各

駅
停
車
の
列
車
に
乗
る

　
動
労
総
連
合
の
強
制
出
向
無
効
確

認
訴
訟
の
第
３
回
証
人
尋
問
が
１
月

14
日
、
東
京
地
裁
民
事
第
11
部
で
行

わ
れ
た
。
今
回
の
証
言
は
、
動
労
千

葉
の
田
中
康
宏
委
員
長
が
立
ち
、
さ

ら
に
Ｊ
Ｒ
側
Ｊ
Ｒ
東
日
本
本
社
の
池

田
証
人
へ
の
尋
問
が
行
わ
れ
た
。

　
田
中
委
員
長
は
、
外
注
化
に
反
対

し
た
理
由
に
つ
い
て｢

外
注
化
は

雇
用
と
労
働
者
の
権
利
と
鉄
道
業
務

の
最
大
の
使
命
で
あ
る
安
全
を
破
壊

し
、労
働
組
合
の
団
結
を
破
壊
す
る
」

と
証
言
。
と
り
わ
け
鉄
道
の
安
全
破

壊
に
つ
い
て
「
外
注
化
で
責
任
の
所

在
が
あ
い
ま
い
に
さ
れ
た
。
外
注
化

で
業
務
の
責
任
は
Ｊ
Ｒ
千
葉
鉄
道

サ
ー
ビ
ス
（
Ｃ
Ｔ
Ｓ
）
な
ど
の
受
託

会
社
に
移
る
が
、
Ｃ
Ｔ
Ｓ
は
こ
れ
ま

で
検
修
業
務
を
し
た
こ
と
が
な
く
、

責
任
は
取
れ
な
い
。
結
果
と
し
て
、

誰
も
安
全
に
責
任
を
取
ら
な
く
な
っ

た
」
と
指
摘
し
た
。

　
ま
た
動
労
千
葉
が
Ｃ
Ｔ
Ｓ
で
ス
ト

を
構
え
た
場
合
、
動
労
千
葉
組
合
員

が
担
っ
て
い
る
業
務
を
Ｊ
Ｒ
は
Ｃ
Ｔ

Ｓ
に
発
注
せ
ず
、
Ｊ
Ｒ
側
が
業
務
を

行
う
と
い
う
形
で
ス
ト
破
り
が
行
わ

れ
て
い
る
事
実
を
突
き
つ
け
た
。

　
さ
ら
に
偽
装
請
負
を
ご
ま
か
す
た

め
に
構
内
入
換
信
号
や
合
図
を
「
作

業
指
示
で
は
な
く
単
な
る
情
報
提

供
」
と
す
る
Ｊ
Ｒ
の
主
張
に
つ
い
て

「
鉄
道
業
務
の
イ
ロ
ハ
の
イ
を
否
定

す
る
も
の
。
信
号
は
厳
格
な
指
示
で

信
号
が
な
け
れ
ば
車
両
は
絶
対
に
動

か
せ
な
い
」
と
証
言
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
側
弁
護
士
の
反
対
尋
問
は
、

過
去
の
判
例
を
あ
げ
つ
ら
う
こ
と
な

ど
に
終
始
、
ま
と
も
な
反
論
は
何
ひ

と
つ
で
き
な
か
っ
た
。

　
会
社
側
の
池
田
証
人
は
、
原
告
代

理
人
の
反
対
尋
問
に
対
し
「
グ
ル
ー

プ
会
社
の
プ
ロ
パ
ー
（
直
雇
い
）
社

員
の
中
に
は
、
清
掃
だ
け
で
な
く
い

ろ
ん
な
仕
事
が
し
た
い
方
が
大
勢
い

る
。
検
修
や
構
内
の
仕
事
も
し
た
い

と
い
う
彼
ら
の
希
望
を
か
な
え
、
労

働
密
度
を
上
げ
れ
ば
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン

に
つ
な
が
る
」
と
言
い
放
っ
た
。

　
低
賃
金
の
プ
ロ
パ
ー
労
働
者
に
、

清
掃
も
検
修
も
構
内
運
転
も
す
べ
て

や
ら
せ
る
と
い
う
の
だ
。
傍
聴
席
は

怒
り
の
声
で
騒
然
と
な
り
、
裁
判
長

は
不
当
に
も
退
廷
を
命
じ
た
。

　
さ
ら
に
原
告
側
証
人
は
「
Ｊ
Ｒ
の

車
両
セ
ン
タ
ー
の
所
長
が
乗
務
員
指

導
管
理
者
に
な
る
」
と
答
え
た
。
Ｊ

Ｒ
の
所
長
が
外
注
先
の
労
働
者
を
指

導
管
理
す
れ
ば
偽
装
請
負
と
な
る
。

　
組
合
側
は
、
会
社
が
出
向
期
間
を

原
則
３
年
と
し
た
こ
と
を
追
及
す
る

と
証
人
は
「
３
年
は
目
安
。
３
年
で

出
向
を
解
除
す
る
計
画
は
な
か
っ

た
」
と
証
言
。
裁
判
長
も
「
10
年
で

出
向
を
解
消
す
る
計
画
を
立
て
た
の

か
」
と
質
問
し
た
が
「
細
か
い
計
画

は
各
グ
ル
ー
プ
会
社
で
立
て
て
も
ら

う
し
か
な
い
」
と
回
答
。

　
組
合
側
の
「
外
注
化
で
ど
の
程
度

の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
見
込
ん
で
い
た

の
か
」
と
質
問
に
も
「
具
体
的
な
数

値
は
分
か
ら
な
い
」
と
し
か
答
え
ず

無
責
任
な
回
答
に
終
始
し
た
。

　
裁
判
は
、
外
注
化
の
違
法
性
を
明

ら
か
に
す
る
近
藤
昭
雄
・
中
央
大
学

法
学
部
教
授
の
意
見
書
を
提
出
す
る

方
針
。
次
回
は
６
月
７
日
。
最
終
陳

述
書
を
提
出
し
12
年
12
月
の
提
訴
以

来
４
年
を
超
え
る
地
裁
で
の
攻
防
は

結
審
を
迎
え
る
。

水
平
分
業
＝
別
会
社
化
が
真
の
狙
い

Ｊ
Ｒ
北
千
住
駅
改
札 

終
日
無
人
化
に
反
対
！

帯
は
千
葉
～
館
山
駅
の
直
通
列
車
も

な
く
す
。
さ
ら
に
、
15
年
３
月
ダ
イ

ヤ
改
正
で
廃
止
さ
れ
た
特
急
の
代
わ

り
に
新
設
さ
れ
た
特
別
快
速
１
往
復

（
東
京
～
館
山
間
）
も
な
く
そ
う
と

し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
を
Ｊ
Ｒ
は
ダ
イ
ヤ
改
正
の
提

案
資
料
の
中
で
「
系
統
分
離
」
と
説

明
し
て
い
ま
す
。内
房
線
で
言
え
ば
、

千
葉
～
君
津
と
、
君
津
よ
り
南
と
で

分
離
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
そ
の
先
に
Ｊ
Ｒ
が
狙
っ
て
い
る
の

は
、
ワ
ン
マ
ン
運
転
や
第
３
セ
ク

タ
ー
へ
の
移
管
で
す
。

　
ワ
ン
マ
ン
運
転
に
さ
れ
た
久
留
里

線
の
上
総
亀
山
～
久
留
里
駅
間
で

は
、
昼
間
は
５
時
間
以
上
も
列
車
が

来
な
い
よ
う
に
削
減
さ
れ
ま
し
た
。

今
度
の
ダ
イ
ヤ
改
正
で
は
、
上
総
亀

山
駅
か
ら
の
始
発
列
車
（
５
時
07
分

発
）
と
最
終
列
車
（
22
時
59
分
着
）

ま
で
廃
止
で
す
。
事
実
上
の
廃
線
の

よ
う
な
扱
い
で
す
。

　
地
域
の
生
活
を
守
り
た
い

　
列
車
が
な
く
な
れ
ば
、
そ
の
分
だ

け
地
域
の
企
業
も
生
活
に
繋
が
る
会

社
も
撤
退
し
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
ま
ま
列
車
の
削
減
が
続
け
ば

館
山
で
の
生
活
が
本
当
に
成
り
立
た

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
Ｊ
Ｒ
で
働
く
労
働
者

の
組
合
で
す
。
館
山
市
、
南
房
総

市
、
富
津
市
、
君
津
市
、
木
更
津
市
、

袖
ケ
浦
市
在
住
の
者
が
ほ
と
ん
ど
で

す
。
内
房
線
で
通
学
、
通
勤
し
て
い

る
家
族
も
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ｒ
で
働
く
者
と
し
て
こ
ん
な
施

策
＝
ダ
イ
ヤ
改
正
で
は
顔
向
け
で
き

ま
せ
ん
。
私
た
ち
も
、
こ
の
地
域
の

一
員
で
す
。

　
地
方
交
通
線
が
切
り
捨
て
ら
れ
、

地
域
の
生
活
を
破
壊
し
て
し
ま
う
現

実
に
反
対
し
て
、
労
働
組
合
と
し
て

で
き
る
こ
と
を
や
り
続
け
ま
す
。
地

域
の
声
を
集
め
て
、
列
車
の
削
減
を

止
め
た
い
！
　
そ
れ
が
私
た
ち
の
願

い
＝
運
動
な
の
で
す
。

　
３
月
ダ
イ
改
で
の
内
房
線
の
列
車

廃
止
・
削
減
に
反
対
し
て
動
労
千
葉

が
１
月
中
旬
に
地
域
で
配
布
し
た
チ

ラ
シ
を
紹
介
し
ま
す
。
動
労
千
葉
と

沿
線
住
民
の
「
内
房
線
と
地
域
を
守

れ
」
の
闘
い
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

＊
　
　
＊
　
　
＊

　
線
路
が
途
中
で
続
か
な
い
!?

　「
線
路
は
続
く
よ
、ど
こ
ま
で
も
」。

小
さ
い
時
に
口
に
し
、
み
ん
な
で

歌
っ
た
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

い
ま
Ｊ
Ｒ
は
、「
線
路
は
無
く
す
よ

地
方
か
ら
」
と
、
毎
年
３
月
の
ダ
イ

ヤ
改
正
で
列
車
の
廃
止
や
削
減
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
駅
を
中
心
に
地
域
社
会
が
築
か

れ
、
通
勤
や
通
学
の
足
が
確
保
さ
れ

て
、
そ
こ
に
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
が
花

開
き
、
社
会
生
活
が
成
り
立
っ
て
い

ま
す
。

　
そ
れ
は
地
方
や
地
域
に
は
必
要
な

い
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
？
　
鉄
道

と
い
う
生
活
手
段
を
簡
単
に
取
り
上

げ
ら
れ
る
な
ん
て
、「
ど
う
し
て
く

れ
る
ん
だ
よ
」
と
思
い
ま
せ
ん
か
？

儲
か
ら
な
い
路
線
は
切
り

捨
て
る
Ｊ
Ｒ

　
Ｊ
Ｒ
は
利
益
ば
か
り
を
追
求
し

て
、
利
用
が
少
な
く
儲
け
に
な
ら
な

い
路
線
に
は
金
を
使
お
う
と
し
て
い

ま
せ
ん
。
千
葉
県
で
は
そ
れ
が
内
房

線
で
顕
著
に
表
れ
ま
し
た
。

　
内
房
線
の
列
車
の
運
転
を
中
心
に

担
っ
て
き
た
館
山
運
転
区
は
廃
止

（
07
年
）。「
特
急
さ
ざ
な
み
」
は
観

光
都
市
館
山
に
来
な
く
す
る
（
15
年

～
）。

　
そ
し
て
今
年
の
３
月
ダ
イ
ヤ
改
正

で
は
列
車
を
さ
ら
に
減
ら
し
、
昼
間

  

線
路
が
途
中
で
続
か
な
い
?!

　「
線
路
は
続
く
よ
、
ど
こ
ま
で

も
」。
小
さ
い
時
に
口
に
し
、
み

ん
な
で
歌
っ
た
こ
と
も
あ
る
と
思

い
ま
す
。
い
ま
Ｊ
Ｒ
は
、「
線
路

は
無
く
す
よ
地
方
か
ら
」
と
、
毎

年
３
月
の
ダ
イ
ヤ
改
正
で
列
車
の

廃
止
や
削
減
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
駅
を
中
心
に
地
域
社
会
が
築
か

れ
、
通
勤
や
通
学
の
足
が
確
保
さ

３
月
ダ
イ
改
で
削
減
さ
れ
る
列
車

れ
て
、
そ
こ
に
さ
ま
ざ
ま
な
文
化

が
花
開
き
、
社
会
生
活
が
成
り

千
葉
～
館
山
駅
の
直
通
列
車
も
な

く
す
。
さ
ら
に
、
15
年
３
月
ダ
イ

月
ダ
イ
ヤ
改
正
で
は
列
車
を

さ
ら
に
減
ら
し
、
昼
間
帯
は

　
地
域
の
生
活
を
守
り
た
い

　
列
車
が
な
く
な
れ
ば
、
そ
の
分

だ
け
地
域
の
企
業
も
生
活
に
繋
が

る
会
社
も
撤
退
し
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
ま
ま
列
車
の
削
減
が
続
け

ば
館
山
で
の
生
活
が
本
当
に
成
り

立
た
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
Ｊ
Ｒ
で
働
く
労
働

者
の
組
合
で
す
。
館
山
市
、
南
房

総
市
、
富
津
市
、
君
津
市
、
木
更

津
市
、
袖
ケ
浦
市
在
住
の
者
が
ほ

と
ん
ど
で
す
。
内
房
線
で
通
学
、

通
勤
し
て
い
る
家
族
も
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ｒ
で
働
く
者
と
し
て
こ
ん
な

施
策
＝
ダ
イ
ヤ
改
正
で
は
顔
向
け

で
き
ま
せ
ん
。
私
た
ち
も
、
こ
の

ま
た
も
館
山
か
ら
列
車
を
な
く
す
Ｊ
Ｒ

昼
間
帯
は
千
葉
駅
に
１
本
の
列
車
で
い
け
な
い
！
国鉄千葉動力車労働組合
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地
域
の
一
員
で
す
。

　
地
方
交
通
線
が
切

り
捨
て
ら
れ
、
地
域

の
生
活
を
破
壊
し
て

し
ま
う
現
実
に
反
対

し
て
、
労
働
組
合
と

し
て
で
き
る
こ
と
を

や
り
続
け
ま
す
。
地

域
の
声
を
集
め
て
、

列
車
の
削
減
を
止
め

た
い
！
　
そ
れ
が
私

た
ち
の
願
い
＝
運
動

な
の
で
す
。

そ
れ
が
内
房
線
で
顕

著
に
表
れ
ま
し
た
。

　
内
房
線
の
列
車
の

運
転
を
中
心
に
担
っ

て
き
た
館
山
運
転
区

は
廃
止（
07
年
）。「
特

急
さ
ざ
な
み
」
は
観

光
都
市
館
山
に
来
な

く
す
る
（
15
年
～
）。

　
そ
し
て
今
年
の
３

ヤ
改
正
で
廃
止
さ
れ
た
特

急
の
代
わ
り
に
新
設
さ
れ

た
特
別
快
速
１
往
復
（
東

京
～
館
山
間
）
も
な
く
そ

う
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
を
Ｊ
Ｒ
は
ダ
イ
ヤ

改
正
の
提
案
資
料
の
中
で

「
系
統
分
離
」
と
説
明
し

て
い
ま
す
。
内
房
線
で
言

え
ば
、
千
葉
～
君
津
と
、

君
津
よ
り
南
と
で
分
離
し

よ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
そ
の
先
に
Ｊ
Ｒ
が
狙
っ

て
い
る
の
は
、
ワ
ン
マ
ン

運
転
や
第
３
セ
ク
タ
ー
へ

の
移
管
で
す
。

　
ワ
ン
マ
ン
運
転
に
さ
れ

た
久
留
里
線
の
上
総
亀
山

～
久
留
里
駅
間
で
は
、
昼

間
は
５
時
間
以
上
も
列
車

が
来
な
い
よ
う
に
削
減
さ

れ
ま
し
た
。
今
度
の
ダ
イ

ヤ
改
正
で
は
、
上
総
亀
山

駅
か
ら
の
始
発
列
車
（
５

時
07
分
発
）
と
最
終
列
車

（
22
時
59
分
着
）
ま
で
廃

立
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
は
地
方
や
地
域
に

は
必
要
な
い
も
の
な
の
で

し
ょ
う
か
？
　
鉄
道
と
い

う
生
活
手
段
を
簡
単
に
取

り
上
げ
ら
れ
る
な
ん
て
、

「
ど
う
し
て
く
れ
る
ん
だ

よ
」
と
思
い
ま
せ
ん
か
？

　
儲
か
ら
な
い
路
線
は

　
切
り
捨
て
る
Ｊ
Ｒ

　
Ｊ
Ｒ
は
利
益
ば
か
り
を

追
求
し
て
、
利
用
が
少
な

く
儲
け
に
な
ら
な
い
路
線

に
は
金
を
使
お
う
と
し
て

い
ま
せ
ん
。
千
葉
県
で
は

止
で
す
。
事
実
上
の
廃
線
の
よ
う

な
扱
い
で
す
。

ＪＲの施策を地域とともに止め
たい！その力を！声を！反対を！

地域社会から将来の希望を奪う
ＪＲ３月ダイヤ改正でまた列車削減！

千
葉

木
更
津

館
山

昼間の各駅停車の３本
に１本は館山折り返し
快速は君津折り返し

現
行

ダ
イ
改
後

君
津

千葉発の各駅は木更津、
快速は君津で折り返し
→木更津・君津で「系統分離」

９時～１７時の間、千葉～館山の直通運転廃止

千葉発 館山発
16:03発 5:07発
18:28発 5:27発*
*姉ヶ崎発に変更

千葉発 木更津発
11:00発 11:44発
12:31発 13:14発
14:00発 14:44発

千葉～木更津間

千葉～館山間

地
域
の
将
来
と
希
望
を
奪
う
列
車
削
減

内
房
線
と
地
域
を
守
れ
の
住
民
の
闘
い
始
ま
る

強
制
出
向
無
効
確
認
訴
訟 

第
３
回
証
人
尋
問

“
外
注
化
は
雇
用
・
安
全・
団
結
を
破
壊
〟


